
●金剛寺 ●文覚上人

　天
てんちょう

長２年（825）に、駿
す ん ず

豆地方を巡
じゅんしゃく

錫中の

弘
こうぼうたいし

法大師が創建したと伝わり、地元では「浜の

観
かんのん

音さん」と呼ばれ親しまれています。毎年4

月に130反
たん

の帆
ほ ぬ の

布でつくられた大
だ い か ん の ん ま ん だ ら

観音曼荼羅

の御
ごかいちょう

開帳があります。また、江戸時代より駿河

一国三十一番札
ふだしょ

所、駿河両国十三番札所と

なっています。

　六代は平
たいらのこれもり

維盛の息子です。平家一門が滅びた際、北
ほうじょうときまさ

条時政に捕らえられ、鎌倉への護送中

に千本松原で処刑されそうになりましたが、文
もんがくしょうにん

覚上人の命
いのちご

乞いによって救われます。その後

文覚上人の謀
む ほ ん

反に連
れ ん ざ

座して、処刑されてしまいます。六代の従
じゅうしゃ

者斎藤六範房は、六代の首を携
たずさ

え、縁の深い千本松原に来てその首を松の根元に埋め弔
とむら

ったと伝わります。この松を地元の

人が六代松と呼んでいましたが、その後松が枯れてしまったため、天
てんぽう

保12年（1841）に枯れた

松の傍
かたわ

らに記念碑が建てられました。これが現在の六代松の碑です。

⑥④長
は せ で ら

谷寺

⑧六
ろくだいまつ

代松の碑
ひ

①①沼
ぬまづしゅくあと

津宿跡（高
たかだほんじんあと

田本陣跡）

　通
とおりよこちょう

横町から下
しもほんちょう

本町にかけては、本
ほんじん

陣や

問
と い や ば

屋場が集中する沼津宿の中心でした。宿に

は、高田・間宮・清水の３つの本陣と中村などの

脇
わきほんじん

本陣があり、東海道を往来した大名が宿泊し

ました。このうち高田本陣は、屋
や ご う

号を「松
ま つ や

屋」と

いい、元
げんろく

禄（1688～1704）の頃から幕末まで本

陣職を務めました。

③③乗
じょううんじ

運寺

　天
てんしょう

正８年（1580）、増
ぞうよしょうにん

誉上人の開
か い き

基とされま

す。戦国時代に戦で千本松原が伐り払われ、

人々が塩
えんがい

害に苦しむ姿を見た増誉上人は、

人々を救うために経
きょうもん

文を唱えながら松
まつなえ

苗を

植え、その後松林がもとに戻ったといわれま

す。境内には、三
さんまいばし

枚橋城城主松
まつだいらやすちか

平康親や歌人

若
わかやまぼくすい

山牧水の墓があります。

④妙
みょうかくじ

覚寺

　開山は平
たいらのこれもり

維盛の息子六
ろくだい

代の家臣であった

斎
さいとうろくのりふさ

藤六範房の孫利
としやす

安で、日
にちれんしょうにん

蓮上人が沼津に来

て法を説くのを聞いて、これに帰
き え

依して名を

日
にちあん

安と改めて、自宅を精
しょうじゃ

舎としたのが寺のはじ

まりとされます。作家井
いのうえやすし

上靖がここに寄
きしゅく

宿して

いたことから、境内には文学碑が建てられて

います。

(幸
さいわいちょう

町)

(千
せんぼんみどりちょう

本緑町）

（下
しもがわらちょう

河原町）

(東
ひがしまかど

間門）

(本
ほんちょう

町）

左へは 70％

indd 貼り付けは 29％

⑦首
くびづか

塚 （本
ほんあざせんぼん

字千本）

　首塚には多数の中世の人の骨が埋
まいそう

葬されてい

て、天
てんしょう

正年間の小田原北条氏と武田氏の海戦で戦

死した人の骨とされています。明治33年（1900）に

暴風雨で人骨が多数見つかり、現在の石碑を建て

供
く よ う

養しました。東京大学が人骨の調査を行った結

果、鉄砲や刀の傷がある人骨があり、また女性の骨

も多く含まれていることが報告されています。

②②丸
ま る こ じ ん じ ゃ

子神社・浅
せんげんじんじゃ

間神社

　丸子神社は延
え ん ぎ

喜2年（902）創
そうけん

建の式
しきないしゃ

内社で、

かつては現在の丸子町にありました。浅間神社

は延
えんりゃく

暦年間の創建で、建
けんにん

仁３年（1203）に現在

の地に遷
せ ん ざ

座しました。天
てんぽう

保2年（1831）、丸子神社

が火災により本殿が焼失した際、神主が浅間

神社を兼
けんたい

帯していたことから、浅間神社と相
あいどの

殿

となり、今に続いています。

（浅
せんげんちょう

間町）

第二地区 編

六代松の碑

　ミツワ石
せっけん

鹸の創業者三
み わ

輪善
ぜ ん べ え

兵衛が大正２年

（1913）に建てた別荘です。数
す き や

寄屋造
づく

りの北棟・

南棟と茅
かやぶき

葺の長
ながやもん

屋門が国の登録有形文化財に

なっています。戦後ＧＨＱに接収されたものの、

地元の有志が一般社団法人として建物の継承

を図り、現在はホテルの一部として利用されて

います。

⑤沼
ぬ ま づ

津倶
く ら ぶ

楽部 (本
ほんあざせんぼんごうりん

字千本郷林）
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